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神舞奉納〜伝統の灯りを守る〜

　平成 22 年に約 70 年ぶりに復活した大崎
町の伝統芸能の神舞が、10 月 28 日（日）、
都萬神社において奉納されました。今年から
新たに『小鬼神舞』が追加され、３名の小学
生が熱演しました。
※神舞奉納の様子は、次号で紹介します。
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人権啓発シリーズ 24-7
○子どもの人権（大崎町人権教育・啓発基本計画より）

　施策の方向性
　①�子どもを一人の独立した『権利の主体』として捉える『児
童の権利に関する条約』の理念を踏まえ、子どもとしての
権利や自由を尊重していきます。

　②�家族間の人間関係が人権マインドの基本となるので、家庭
教育の充実を図るための施策を推進します。

　③�幼児期からの発達段階に応じた人権教育を推進し、豊かな
人間関係を醸成する教育の充実を図ります。

　④�学校教育・社会教育を通じて、社会全体で人権尊重の意識
を高める施策を推進します。

　⑤�児童虐待やネグレクト、校内暴力、いじめ、不登校などの
問題解決に向け、学校・家庭・地域や関係機関と連携し、
支援体制の整備を図ります。


